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平成30年第１回松野町議会臨時会

　平成30年第１回松野町議会臨時会が、１月30日に招集され、提出議案が審議されました。主な内容は、次のとお
りです。

平成29年度松野町一般会計補正予算 （第６号）
補正額 ： ４千89万円（補正後の予算総額：36億９千366万５千円）

【主な補正理由】
　人件費全体では、人事院勧告分として、一般職68名の給料、職員手当等と特別職及び議会議員に係る期末手当な
ど364万円を追加する一方、人事異動等に伴う調整として、一般職の給料、職員手当等、共済費及び他会計繰出金を
530万２千円減額。
　教育費では、学校大規模改修費に、東小学校校舎の大規模改修事業に係る実施設計業務が完了したことから、工
事請負費４千255万２千円を計上。

平成29年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
補正額：53万７千円（補正後の予算総額：６億９千771万７千円）

【主な補正理由】
　人事院勧告と人事異動等に伴う人件費の調整により、一般職２名分の給料20万４千円、職員手当等９万６千円、
共済費23万７千円をそれぞれ追加。

平成29年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第２号）
補正額：235万７千円（補正後の予算総額：２億８千584万３千円）

【主な補正理由】
　人事院勧告と人事異動等に伴う人件費の調整により、医師２名及び一般職10名分の給料16万５千円、職員手当等
23万７千円、共済費195万５千円をそれぞれ追加。

平成29年度松野町簡易水道特別会計補正予算（第１号）
補正額：156万８千円（補正後の予算総額：８千756万８千円）

【主な補正理由】
　人事院勧告と人事異動等に伴う人件費の調整により、一般職２名分の給料115万６千円、職員手当等15万３千円、
共済費25万９千円をそれぞれ追加。

平成29年度松野町介護保険特別会計補正予算（第２号）
補正額：37万６千円（補正後の予算総額：７億９千300万３千円）

【主な補正理由】
　人事院勧告に伴う人件費の調整により、一般職３名に係る給料１万４千円、職員手当等７万４千円、共済費28万
８千円をそれぞれ追加。

議案
　　松野町議会議員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例について
　　特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について
　　松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　　平成29年度松野町一般会計補正予算（第６号）
　　平成29年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　　平成29年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第２号）
　　平成29年度松野町簡易水道特別会計補正予算（第１号）
　　平成29年度松野町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　　　▼原案どおり可決されました。

補正予算の概要補正予算の概要
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森 の国だ より
　

１
月
14
日
㈰
、「
森
の
国　

走
っ
て
む
す
ぼ

う　

心
の
タ
ス
キ
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
新
春

恒
例
の
松
野
町
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
駅
伝
を
通
し
て
町
民
の
健
康

増
進
と
心
の
結
束
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
50
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
12
区
間
26
・
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
各
分

館
か
ら
８
チ
ー
ム
96
名
の
選
手
が
、
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
互
い
の
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
豊
岡
後
分
館
の
山
田
健
介
選
手

が
元
気
よ
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
午
前

10
時
10
分
に
町
長
の
ス
タ
ー
ト
号
砲
と
、
本
大

会
に
協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
㈱
カ
ネ
コ
の
巨
大

ク
ラ
ッ
カ
ー
に
よ
り
、
目
黒
郵
便
局
前
を
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
沿
道
で
は
大
勢
の
方
が
選
手
に
激
励

や
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
応
援
を
受
け
た

選
手
た
ち
は
、
期
待
に
応
え
て
最
後
ま
で
懸
命

に
走
り
き
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
50
回
大
会
を
記
念
し
て
、
今

大
会
最
多
連
続
出
場
者
で
あ
る
藤
城
尊
文
さ
ん

（
吉
野
分
館
）
へ
、
町
長
よ
り
虹
の
森
公
園
ガ

ラ
ス
工
房
特
製
の
写
真
立
て
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
閉
会
式
終
了
後
に
は
餅
ま
き
も
行
わ
れ
、

盛
会
の
う
ち
に
大
会
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
後
に
は
、
㈱
ト
モ
ニ
ー
・
え

ひ
め
の
協
賛
に
よ
り
、
選
手
は
ぽ
っ
ぽ
温
泉
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大

会
は
、
終
始
安
定
し
た
走
り
を
見
せ
た
延
野
々

分
館
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

松
野
町
駅
伝
大
会

１
14

第
50
回
松
野
町
駅
伝
大
会
区
間
首
位

１ 区
２ 区
３ 区
４ 区
５ 区
６ 区
７ 区
８ 区
９ 区
10 区
11 区
12 区

古田口　凌（豊岡後）
谷口　壮太（豊岡後）
松本　拓実（豊岡後）
高内　俊弥（蕨生・奥野川）
山下　諒馬（延野々）
東　　晴七（吉　野）
東　　歩希（吉　野）
友　康士郎（延野々）
池本　　綾（吉　野）
山崎はるみ（豊岡前）
小西　　亨（松　丸）
井上　仁志（延野々）

９：56
９：04
９：11
10：22
10：58
３：51
10：22
12：39
４：57
６：15
６：52
３：36

区間新記録

順　位 チーム名 タイム
１　位 延野々 1：44：46
２　位 吉野 1：45：11
３　位 松丸 1：46：18
４　位 豊岡前 1：47：38
５　位 豊岡後 1：50：44
６　位 富岡・上家地 1：54：28
７　位 蕨生・奥野川 1：56：50
８　位 目黒 2：02：11

▲第６区間新記録　東晴七さん（吉野）

▲優勝した延野々分館の皆さん
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森 の国だ より

森
の
国
人
権
の
集
い

１
27

　

１
月
27
日
㈯
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
平
成
29
年
度
森
の
国
人
権
の

集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、「
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を

解
消
し
、
ゆ
た
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
と
も
に
考
え
て

行
動
し
て
い
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
並
び
に
町
教
育
委
員
会
が
開
催
し
た
も

の
で
、
当
日
は
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
保
育
園
児
に
よ
る
人
権
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ぬ
り
絵
や
小
・
中
学
生

の
人
権
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
、
隣
保
館
や
森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

活
動
成
果
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
こ
と
会
就
労
支
援

事
業
所
「
よ
つ
ば
」
と
障
害
者
支
援
施
設
「
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
」
に
よ
る
出

展
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
集
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
と
横
浜
市
在
住
の
現
代
美
術
家
山
川
冬

樹
さ
ん
に
よ
る
「
政
石
蒙
さ
ん
の
思
い
を
つ
な
ぐ
」
と
題
し
た
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
は
、
毎
年
、
香
川
県
の
大
島
青
松
園
を
訪
問

し
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
政
石
蒙

さ
ん
の
差
別
と
の
闘
い
を
紙
芝
居
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

山
川
さ
ん
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
香
川
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
の
大
島
会
場
で
、
政
石
蒙
文
庫
の
蔵
書
を
中
心
と
し
た
作
品
を
展

示
さ
れ
て
お
り
、政
石
さ
ん
が
人
間
の
尊
厳
を
め
ぐ
り
闘
っ
た
生
涯
を
、辿
っ

て
き
た
本
町
、大
島
、戦
時
中
に
抑
留
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
を
一
つ
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
す
映
像
を
通
し
て
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

▲山川冬樹さんの発表

▲宝本志保さんの講演

▲あおぞら子ども会の発表

　

第
２
部
で
は
、
宇
和
島
市
吉
田
町
遠
見
子
ど
も

会
の
宝
本
志
保
さ
ん
の
「
思
い
を
重
ね
て　

ハ
ン

セ
ン
病
問
題
と
部
落
問
題
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
会
の
活
動
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
て
成
長
し
て
い
る
様
子
や

ご
自
身
も
差
別
を
し
な
い
人
、
差
別
を
許
さ
な
い

人
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
に
つ
い
て
、
お
話
し

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
小
・
中
学
生
、

町
民
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

よ
い
機
会
だ
っ
た
。」「
実
体
験
に
基
づ
い
た
話

だ
っ
た
の
で
、
説
得
力
が
あ
っ
た
。」
な
ど
の
感

想
や
今
後
も
人
権
講
演
会
を
積
極
的
に
開
催
す
べ

き
な
ど
の
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
人
権
に
関
す
る
様
々
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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森 の国だ より

平
成
30
年
松
野
町

消
防
出
初
式

２
11

出初式表彰者一覧
愛媛県知事表彰　功労章
第１分団第２部 部　長 山崎　　匡

愛媛県消防協会長表彰　功績章
第３分団 副分団長 井上　一弥
第３分団第１部 部　長 吉本　正法

愛媛県消防協会長表彰　勤続章
第２分団第１部 班　長 竹岡　　靖 勤続20年以上
第２分団第２部 団　員 井上　仁志 〃
第１分団第１部 団　員 細川　洋一 勤続15年以上
第３分団第２部 団　員 速水　誠二 〃
第１分団第２部 班　長 岡　　正司 勤続10年以上
第２分団第３部 団　員 稲澤　　強 〃
第３分団第１部 団　員 稲井　博之 〃

愛媛県消防協会長表彰　規律章
第１分団第３部 団　員 山田　直樹

愛媛県消防協会長表彰　親子消防団員表彰
第３分団 分団長 豊永　純一
第３分団第３部 団　員 豊永　雄大

宇和島地区消防団連合会長表彰　優良消防団員
第１分団第２部 団　員 中平　紀之
第１分団第３部 団　員 山田　慎一
第２分団第２部 団　員 井上　優二
第２分団第３部 団　員 松崎　寛史
第３分団第１部 団　員 有馬　宗佑
第３分団第２部 団　員 川原　　俊
第３分団第２部 団　員 松比良　悠

松野町長表彰　優良消防団員
第１分団第１部 団　員 稲田　　淳
第１分団第１部 団　員 沖野　健治
第１分団第２部 団　員 榎谷　惇志
第１分団第２部 団　員 亀澤　一平
第１分団第２部 団　員 山崎　　努
第２分団第１部 団　員 山下　潤也
第２分団第３部 団　員 森　　宏樹
第２分団第３部 団　員 下田　洸祐
第２分団第３部 団　員 松崎　　聡
第３分団第２部 団　員 金谷　博文

松野町消防委員会表彰
優　良　団　体 第２分団第２部

松野町消防団長表彰　精勤賞
第２分団第３部 部　長 坂本　　保 勤続25年
第２分団第３部 団　員 板尾　浩明 〃
第３分団第１部 部　長 吉本　正法 〃
第３分団第３部 団　員 野中　重喜 〃
第１分団第２部 団　員 石田　和弘 勤続20年
第２分団第１部 班　長 竹岡　　靖 〃
第２分団第２部 班　長 矢野　誠一 〃
第２分団第２部 班　長 竹葉　幸治 〃
第２分団第２部 団　員 井上　仁志 〃
第２分団第３部 団　員 松崎　貴志 〃
第３分団第１部 団　員 宇治　清秀 〃
第１分団第１部 班　長 倉田　　敦 勤続15年
第１分団第３部 団　員 加藤　　忠 〃
第２分団第１部 団　員 山本　孝雄 〃
第３分団第１部 団　員 赤松　和昭 〃
第３分団第２部 部　長 金谷　英樹 〃
第３分団第２部 団　員 速水　誠二 〃
第３分団第２部 団　員 金谷　政俊 〃
第３分団第３部 団　員 上岡　昭彦 〃
第３分団第３部 団　員 山﨑　浩司 〃
第１分団第２部 団　員 三好　良治 勤続10年
第１分団第２部 団　員 山口　　哲 〃
第２分団第２部 団　員 奥野　要助 〃
第３分団第１部 団　員 坂井　照明 〃
第３分団第３部 班　長 山下　雄市 〃

　

２
月
11
日
㈰
、
森
の
国
ド
ー
ム
で
平
成
30
年
松
野
町

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
の
多
数
の
来
賓

が
見
守
る
中
、
岡
本
団
長
以
下
１
２
０
名
の
団
員
に
よ

る
人
員
・
姿
勢
・
服
装
点
検
や
機
械
器
具
点
検
な
ど
、

機
敏
な
動
作
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対
し

て
、
県
知
事
表
彰
を
は
じ
め
と
し
た
各
表
彰
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
昨
年
５
月
ま
で
32
年
余
り
の

永
き
に
わ
た
り
町
消
防
委
員
（
会
長
）
を
務
め
ら
れ
た

谷
中
邦
喜
前
会
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
の
終
わ
り
に
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
第
２
分
団

第
２
部
山
崎
匡
部
長
が
「
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活

か
し
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
使
命
の
下
、
正
確

な
判
断
、
迅
速
で
的
確
な
行
動
を
心
掛
け
、
今
後
も
日

頃
の
訓
練
に
励
み
、
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
、
一
致

団
結
し
て
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。」
と
力
強
く
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
で
は
、
伝
統
あ
る
消
防
団
活
動
の
維
持
及

び
そ
の
洗
練
さ
れ
た
技
術
を
後
世
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、

現
在
１
６
０
名
の
団
員
が
各
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す

が
、
消
防
団
員
数
は
全
国
的
に
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、

町
消
防
団
で
も
随
時
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
だ
け
で
な
く
女
性
の
活
躍
の
場
も
増
え
て
い
ま

す
。
消
防
団
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
消
防
団

事
務
局（
防
災
安
全
課
内
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

防
災
安
全
課　

☎
42
･
１
１
１
１



の掲示板ま ち

6

の掲示板ま ち

6

の掲示板ま ちち

ま
ち
の
投
句
箱

　

１
月
11
日
㈭
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
11
回
キ
ャ

リ
ア
教
育
優
良
学
校
表
彰
式
で
、
松
野
中
学
校
が
平
成

29
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

松
野
中
学
校
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
仮
想
の
会
社

「
株
式
会
社
松
野
中
学
校
」
を
設
立
し
、
生
徒
が
社
員
と

な
り
、
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
か
ら
販
売
を
通
し
て
、
社
会

の
仕
組
み
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
地
域
や
企
業
と
連

携
し
た
地
域
課
題
解
決
へ
の
取
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
、
今
後
の
松
野
中
学
校
の
更
な
る
活
躍
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

目
黒
地
区
の
女
性
が
集
ま
り
、
身
近
な
課
題
解
決
や

生
活
文
化
の
向
上
を
目
指
し
て
自
主
的
に
学
習
活
動
を

続
け
て
い
る
「
野
い
ち
ご
の
会
（
代
表　

河
野
梅
香
）」

の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、福
祉
団
地
に
新
た
に
立
地
し
た
化
粧
品
メ
ー

カ
ー
㈱
プ
ロ
テ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
の
視
察
研
修
を
実

施
し
、
松
野
町
を
は
じ
め
と
す
る
宇
和
島
圏
域
の
１
次

産
業
の
産
品
を
活
か
し
た
化
粧
品
づ
く
り
を
学
習
し
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
最
先
端
の
生
産
工
程
を

見
学
し
な
が
ら
、
会
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
農
業
を
す
る

よ
う
に
化
粧
品
を
つ
く
り
た
い
」
に
共
感
を
覚
え
て
い

ま
し
た
。

　

㈱
プ
ロ
テ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
工
場
見
学
が

で
き
る
ほ
か
、
自
社
商
品
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

松
野
中
学
校
が

第
11
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

「
野
い
ち
ご
の
会
」
研
修
会
開
催
！

葛
句
会
　一
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

子
と
離
れ
独
り
暮
し
の
小
春
か
な 

伊
井　

は
じ
め

藍
染
の
和
紙
の
温
も
り
初
暦 

伊
藤　
　

富
子

災
害
に
備
へ
汲
み
置
く
寒
の
水 

金
谷　
　

重
子

潮
分
か
つ
岬
の
鼻
や
紅
椿 

金
谷　
　

文
恵

憂
国
忌
ホ
ー
ム
で
喰く

ひ
し
狐
き
つ
ね

蕎そ

麦ば 

谷　
　

き
よ
し

闘
病
の
ひ
と
日
ひ
と
日
や
寒
椿 

布　
　
　

康
江

外
は
雪
五
右
衛
門
風
呂
の
温
さ
か
な 

ひ
の　

た
い
ら

木
枯
に
と
ぎ
す
ま
さ
れ
し
残
り
月 

山
下　

ス
ミ
子

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）
（
保
護
者
）

（
出
生
児
）（
性
別
）

松

　丸

新
改

　和
也

　
　真
由
美

虎こ

太た

郎ろ
う

男

豊

　前

東

　
　克
徳

　
　は
る
か

煌こ
う

雅が

男

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※今月の俳句ポスト優秀句の該当はありませんでした。
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世帯数　2,049世帯（－13世帯）

総人口　4,075人 （－18人）
男1,916人　女2,159人
（１月中の異動）

　　○出　生　３人　○死　亡　９人
　　○転　入　24人　○転　出　36人

平成30年１月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

人
権
の
広
場

東
っ
子
人
権
の
集
い

松
野
東
小
学
校　

河
野
こ
ず
え

　

１
月
17
日
㈬
に
松
野
東
小
学
校
で
「
東
っ
子
人
権
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
学
級
で
人
権
・
同
和
教

育
の
視
点
の
授
業
を
公
開
し
た
後
、
県
警
の
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
マ
ン
を
招
い
て
三
年
生
以
上
の
児
童
と
保
護

者
、
地
域
の
方
々
を
対
象
に
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
正
し
い
使
い
方
」
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
の
情
報
化
に
伴
い
、
子
ど
も
た
ち
の
周
辺
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
中
傷
や
い
じ
め
、
仲
間
外

し
な
ど
人
権
に
関
わ
る
問
題
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

顔
の
見
え
な
い
相
手
と
の
や
り
と
り
は
、
言
葉
の
受
け

止
め
方
に
よ
っ
て
、
思
い
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
誤

解
を
生
ん
だ
り
し
ま
す
。
発
信
す
る
立
場
、
受
け
止
め

る
立
場
の
双
方
が
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
、
被
害
者
と
な

る
だ
け
で
な
く
加
害
者
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
情

報
を
す
ぐ
に
信
じ
る
の
で
は
な
く
、
正
し
い
情
報
で
あ

る
か
を
確
認
し
た
り
、
発
信
す
る
情
報
は
正
し
い
の

か
、
発
信
し
て
よ
い
の
か
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。
ま
ず
は
、
家
庭
で
保
護
者
と
子
ど
も
が
よ
く

話
し
合
い
、
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
言
葉
だ
け
で
は
間
違
っ
て
伝
わ

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。」「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
つ
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
家
の
人
と
よ
く
相

談
し
た
い
で
す
。」
な
ど
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
し
っ

か
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

情
報
機
器
の
多
様
化
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
良
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
差
別
や
偏
見
に
つ
な

が
る
情
報
に
触
れ
る
機
会
も
多
く
な
る
と
も
言
え
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
正
し
く
判
断
す
る
力
や
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
た
り
、
自
分
の
言
動
が
ど
の
よ
う
な
結
果

に
な
る
か
を
想
像
し
た
り
す
る
力
を
育
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）

　（死
亡
者
）

　
　（享
年
）

豊

　後

　山
本

　忠
勝

　
　71
歳

豊

　後

　城
口

　
　弘

　
　88
歳

豊

　前

　入
舩

　云
市

　
　85
歳

豊

　前

　入
船

　吉
一

　
　78
歳

吉

　野

　松
身

　墨
惠

　
　85
歳

吉

　野

　一
森

　四
郎

　
　81
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

沖
井

　芳
文 

大
阪
市

入
船

　
　信 

松
野
町

山
本

　春
子 

松
野
町

☆
広
報
送
付
お
礼

榎
本

　和
雄 

松
山
市

榎
本
米
里
子 

別
府
市

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Informationお し ら せ

女
性
農
業
委
員
伝
言
板　
№
８

農業委員会だより（３月号）
　

水
稲
の
農
作
業
を
受
託
す
る
際
の
参
考

と
す
る
た
め
に
、
町
農
作
業
受
託
事
業
連

絡
協
議
会
が
作
業
料
金
表
を
定
め
て
い
ま

す
。
当
協
議
会
は
町
内
の
農
作
業
受
託
者

が
技
術
の
向
上
並
び
に
連
携
を
図
る
こ
と

で
地
域
農
業
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
左
記
料
金
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※ 　

こ
の
料
金
表
は
参
考
の
作
業
料
金
で

す
。
実
際
の
金
額
は
双
方
の
協
議
に
よ

り
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

ま
た
、
変
形
田
や
倒
伏
田
等
、
圃
場

や
水
稲
の
状
況
に
よ
り
別
途
料
金
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
作
業
受
託
に
関
す
る

作
業
料
金
に
つ
い
て

　

蕪か
ぶ

は
通
年
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
11
月
頃
か
ら
１
月
頃
に
か
け
て

生
産
量
が
増
加
し
、
甘
み
も
増
す
た
め
旬
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

蕪
は
全
国
各
地
で
様
々
な
品
種
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も

多
く
の
農
家
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
家
庭
料
理
の
身
近
な
食
材
と
し
て

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
蕪
と
柚
子
を
活
用
し
た
特
産
品
に
森

の
国
ブ
ラ
ン
ド
に
も
な
っ
て
い
る
「
雷

か
み
な
り

漬づ
け

」
が
あ
り
ま
す
。

　

素
朴
な
味
わ
い
と
独
特
の
歯
ご
た
え
で
人
気
が
高
い
雷
漬
で
す
が
、

調
理
す
る
た
め
に
は
時
間
と
手
間
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
家
庭
で
も
手
軽
に
調
理
で
き
て
、
旬
の
蕪
の
美
味
し

さ
を
堪
能
で
き
る
一
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
い
た
だ
き
、

雷
漬
と
併
せ
て
、
食
卓
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《『
蕪
と
柚
子
の
甘
酢
漬
け
』
の
作
り
方
》

　

① 
蕪
の
皮
を
厚
め
に
剥
き
、
短
冊
切
り
に
し
て
天
日
に
干
す
。
２
〜
３

日
し
て
、
し
ん
な
り
し
て
歯
ご
た
え

が
出
て
き
た
ら
、
②
の
液
に
つ
け
る
。

　

②
液
の
作
り
方

　
　

 　

だ
し
昆
布
は
千
切
り
に
す
る
。
柚

子
は
半
分
に
切
り
、
果
汁
と
種
を
取

り
除
く
。
皮
と
果
実
は
細
か
く
刻
む
。

　
　

 　

酢
、
醤
油
、
水
、
塩
を
混
ぜ
て
火

に
か
け
、
沸
騰
し
た
ら
砂
糖
、
昆
布
、

柚
子
の
果
実
と
皮
を
加
え
、
更
に
沸

騰
し
た
ら
柚
子
の
果
汁
を
入
れ
て
火

と
止
め
て
冷
ま
し
て
お
く
。

　

③
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
。

　

④ 

好
み
の
味
に
な
っ
た
ら
、
食
べ
頃
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

農作業受託に関する作業料金表

作業内容 作業料金 備　考

荒 起 こ し 12,000円

田10ａあたり

中 す き 7,000円

代 か き 14,000円

田 植 え 8,000円

稲 刈 り 20,000円

乾 　 燥 1,300円
米60㎏あたり

籾 摺 り 700円

材　　料
◇蕪 1.5㎏
◇柚子 200ｇ
◇酢 100cc
◇醤油 100cc
◇水 50cc
◇塩 ４ｇ
◇砂糖 120ｇ
◇だし昆布 ３ｇ

保育園コーナー
　

２
月
２
日
㈮
、
町
内
の
各
保
育
園
で
豆
ま
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
手
作
り
の
お
面
で
鬼
に
立
ち
向
か
い

ま
し
た
が
、
見
慣
れ
な
い
鬼
の
姿
に
泣
き
出
す
園
児

も
い
た
よ
う
で
す
。

▲松丸保育園▲吉野生保育園

保
育
園
で
豆
ま
き
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防災安全コーナー
春季全国火災予防運動

　火災が多発する時季を迎えるにあたり、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させると
ともに、財産の損失を防ぐことを目的として、全国一斉に春季全国火災予防運動が実施されます。

　実施期間：３月１日㈭から３月７日㈬までの１週間

全国統一防火標語

　　｢火の用心　ことばを形に　習慣に｣

○重点目標
１　住宅防火対策の推進
２　放火火災・連続放火火災防止対策の推進
３　特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
４　製品火災の発生防止に向けた取組の推進
５　多数の観客等が参加する行事に対する火災予防指導等の徹底
６　林野火災予防対策の推進

○住宅火災による死者の発生防止対策の要点

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
　 ―３つの習慣・４つの対策― 

 ３つの習慣 
　　○寝たばこは、絶対やめる。
　　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　
 ４つの対策 
　　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　　○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　　○お年寄りや身体の不自由な方を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

平成29年中の火災件数は40件でした。
　平成29年中に管内で発生した火災は40件で、前年（平成28年）の27件（昭和54年の広域消防発足以降最少件数）
から13件増加しました。
　最近、たき火やごみ焼きによる火災が増加しています。春先は空気が乾燥し火災が起きやすくなっています。法律
で焼却が禁止されている家庭ごみなどは、焼かないようにしましょう。
　また、日頃から防火に対して高い関心を持ち、火の取り扱いには十分注意して、火災のない安全な街づくりをし
ましょう。

火災から大切な家族と財産を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。
　※ 　平成23年６月１日から、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づけられていますが、古くなると機

器故障や電池切れなどで、正常に作動しないことが考えられます。定期的に作動確認を行い、正常な状態であ
るか確認しましょう。

　　 　また、住宅用火災警報器は、製造から10年を目安に交換することが推奨されています。作動確認と合わせて
製造年も確認しましょう。
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多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
に

　

四
国
財
務
局
に
は
、
借
金
を
抱
え
悩
ん
で
い
る
方
々
の
た

め
の
「
相
談
窓
口
」
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど

の
法
律
専
門
家
へ
の
引
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
方
法
】　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

四
国
財
務
局
か
ら
折
り
返
し
電
話
し
ま
す
。

【
受
付
時
間
】　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
及
び
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】

四
国
財
務
局　

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

☎
０
８
７
・
８
１
１
・
７
８
０
１
（
直
通
）

℻
０
８
７
・
８
２
３
・
２
０
２
５

高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
３
番
33
号　

高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
合
同
庁
舎
（
南
館
）

※ 

平
成
29
年
11
月
6
日
に
四
国
財
務
局
は
高
松
サ
ン
ポ
ー
ト

合
同
庁
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。

全
国
一
斉
・
無
料
相
談

「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

　

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
労
働

問
題
、
生
活
保
護
や
多
重
債
務
な
ど
の
生
活
問
題
に
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】　

３
月
５
日
㈪
10
時
〜
15
時

【
相
談
料
】　

無
料
（
電
話
料
金
は
相
談
者
負
担
で
す
。）

【
連
絡
先
】

☎
０
８
９
・
９
１
３
・
７
７
５
０
（
当
日
の
み
、面
談
相
談
不
可
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
弁
護
士
会　

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
６
２
７
９

南
楽
園
外
堀
桜
ま
つ
り

　

南
楽
園
外
堀
桜
下
の
管
理
用
道
路
を
一
般
開
放
し
、
左
右

に
広
が
る
桜
並
木
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
夜
間
は
、

ぼ
ん
ぼ
り
、
投
光
器
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。

【
期　
　

間
】　

３
月
24
日
㈯
〜
４
月
８
日
㈰

【
場　
　

所
】　

南
楽
園
（
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
甲
１
８
１
３
）

【
開
園
時
間
】　

９
時
〜
17
時　
（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
18
時
30
分
〜
22
時
）

【
入
園
料
金
】　

大
人
３
１
０
円
、
小
人
１
５
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
楽
園　

☎
32
・
３
３
４
４　

℻ 

32
・
４
７
０
０

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】　http://w

w
w
.nanreku.jp/ 

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】　

３
月
12
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】　

山
﨑　

ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】　

３
月
12
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】　

民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】　

３
月
12
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

人
権
相
談

【
相
談
者
】　

人
権
擁
護
委
員

「
三
浦
保
」
愛
基
金
の
助
成
希
望
団
体
募
集

　

環
境
保
全
、
自
然
保
護
活
動
の
活
性
化
や
社
会
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】　

〜
３
月
30
日
㈮

【
申
込
方
法
】　

所
定
の
様
式
を
問
い
合
わ
せ
先
へ
提
出

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

http://www.pref.ehim
e.jp/h12100/m

iuratam
otsuaikikin/

aikikinkoubo.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
先
】

環
境
保
全
・
自
然
保
護
に
関
す
る
こ
と

　

県
環
境
政
策
課　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
４
６

社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と

　

県
保
健
福
祉
課　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
８
３
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全
国
一
斉
・
無
料
相
談

「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

　

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
労
働

問
題
、
生
活
保
護
や
多
重
債
務
な
ど
の
生
活
問
題
に
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】　

３
月
５
日
㈪
10
時
〜
15
時

【
相
談
料
】　

無
料
（
電
話
料
金
は
相
談
者
負
担
で
す
。）

【
連
絡
先
】

☎
０
８
９
・
９
１
３
・
７
７
５
０
（
当
日
の
み
、面
談
相
談
不
可
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
弁
護
士
会　

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
６
２
７
９

南
楽
園
外
堀
桜
ま
つ
り

　

南
楽
園
外
堀
桜
下
の
管
理
用
道
路
を
一
般
開
放
し
、
左
右

に
広
が
る
桜
並
木
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
夜
間
は
、

ぼ
ん
ぼ
り
、
投
光
器
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。

【
期　
　

間
】　

３
月
24
日
㈯
〜
４
月
８
日
㈰

【
場　
　

所
】　

南
楽
園
（
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
甲
１
８
１
３
）

【
開
園
時
間
】　

９
時
〜
17
時　
（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
18
時
30
分
〜
22
時
）

【
入
園
料
金
】　

大
人
３
１
０
円
、
小
人
１
５
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
楽
園　

☎
32
・
３
３
４
４　

℻ 

32
・
４
７
０
０

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】　http://w

w
w
.nanreku.jp/ 

○お済みですか　確定申告
　　確定申告は、もうお済みですか。まだ済まされていない方は、お急ぎください。
　 　期限を過ぎて申告や納税をされると、本税のほかに加算税や延滞税が必要になる場合がありますのでご注意く
ださい。

○申告と納税は期限内に
　　確定申告による申告と納税の期限は次のとおりです。
　　期限内に申告と納税をお済ませください。

　　　所得税及び復興特別所得税　３月15日㈭
　　　贈与税　　　　　　　　　　３月15日㈭
　　　消費税及び地方消費税　　　４月２日㈪

　 　所得税及び復興特別所得税と消費税及び地方消費税は、期限内に「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」
を提出することにより、振替納税を利用することができます。

　　振替納税をご利用の方は、あらかじめ届け出た預貯金口座の残高を確認してください。

　　　振替日　所得税及び復興特別所得税　４月20日㈮
　　　　　　　消費税及び地方消費税　　　４月25日㈬

　ご不明な点があれば、お気軽にお問い合わせください。
　　　　宇和島税務署　　　宇和島市堀端町１番38号
　　　　代表電話　　　　　☎22-4511
（自動音声で案内しますので、案内に従い用件の番号を選択してください。）

＜宇和島税務署からのお知らせ＞

２
月
28
日
が
納
期
限
の
税
目
等

固
定
資
産
税

第
４
期

国
民
健
康
保
険
税　

第
８
期

介
護
保
険
料　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

納
付
書
に
よ
り
現
金
で
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
方
に
は
、

2
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
等
は
、
町
民
課
税
務
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

町
民
課 

税
務
係　

☎
42
・
１
１
１
２

社
会
に
貢
献
す
る
か
た
ち
・
懸
け
橋
に
な
る
誇
り

予
備
自
衛
官
補
募
集

　

次
の
と
お
り
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
般
の
社
会
人
や
学
生
と
い
っ
た
自
衛
官
未
経
験
者
を
公

募
・
採
用
し
、
所
定
の
教
育
訓
練
終
了
後
、「
予
備
自
衛
官
」

と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
す
。

【
応
募
資
格
】

　

⑴　

一
般　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

　

⑵　

技
能　

 

18
歳
以
上
資
格
に
応
じ
最
高
55
歳
未
満
で
国

家
免
許
資
格
等
の
保
有
者

【
試
験
日
】

　

⑴　

一
般　

４
月
15
日
㈰

　

⑵　

技
能　

４
月
14
日
㈯

【
試
験
場
】

　

⑴　

一
般　

陸
自 

松
山
駐
屯
地

　

⑵　

技
能　

陸
自 

善
通
寺
駐
屯
地

【
受
付
締
切
】

４
月
６
日
㈮　

※
締
切
日
必
着

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
宇
和
島
地
方
合
同
庁
舎
１
階
）

☎
23
・
５
４
３
１
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　平成30年度（平成29年分）の町県民税の所得申告期間は、３月15日㈭までです。期間内に忘れずに申告を済ませ
ましょう。申告が必要な方は期間内に申告をしないと、諸控除の適用や国民健康保険税、後期高齢者医療保険料の
軽減判定等が行えないことがあるほか、所得課税証明書の交付ができません。ご注意ください。

申告が必要な方
　申告する年の１月１日に本町にお住まいの方のうち、次のいずれかに該当する場合は、その年の３月15日（土曜日、
日曜日又は休日の場合は、その翌開庁日）までに、前年中（１月１日～ 12月31日まで）の所得金額などを記載した
申告書を提出していただく必要があります。
　※所得税等の確定（還付）申告をされた方は町県民税の申告は不要です。

　１　給与収入があり年末調整をしていない方（会社を退職された方など）
　２　給与・年金収入以外の収入がある方（農業、営業、不動産、その他の収入など）
　３ 　前年中に収入がなかった方でも国民健康保険又は後期高齢者医療保険に加入している方などは、保険料軽減

判定に必要ですので、必ず申告してください。

　※ 確定申告が必要のない方でも、住民税（町県民税）申告が必要な場合が多々あります。申告が必要か必要でな
いか迷った場合等は、お気軽に町民課税務担当へお問い合わせください。

持参物
　１　事業（農業・営業・その他）の収支のわかる帳簿・書類（収入内訳書・通帳・領収書など）
　２　給与、公的年金のある方は、それぞれの源泉徴収票
　３　社会保険料（国民年金保険料等）控除証明書、生命保険料・地震（旧長期損害）保険料の支払証明書
　４　医療費控除を受ける方は、医療費の領収書や保険等で補てんされた金額がわかる書類、通帳など
　５　印鑑
　６　平成29年度の申告から、マイナンバーの記載が必要となっています。以下の書類をご持参ください。
　　　⑴ 番号確認できるもの（マイナンバーカード・通知カード・マイナンバーが記載された住民票のいずれか１つ）
　　　⑵ 本人確認できるもの（免許証・パスポート・健康保険証・介護保険証・障害者手帳など）

申告期間
　平成30年２月16日㈮から３月15日㈭

申告についてお願い
　例年、会場は大変混雑します。混雑解消及び迅速な申告受付のため、次のことについてご協力をお願いします。

　収支内訳書や医療費控除の明細書等の様式は町民課にありますので、事前の準備にご利用ください。

【問い合わせ先】町民課税務係　☎42-1112

所得申告を忘れずに！

農業、不動産、営業所得のある方
　収入金額や必要経費を費目ごと
にまとめて集計をお願いします。

医療費控除を受ける方
　受診者、医療機関ごとにまとめ
て集計をお願いします。
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医療・保健福祉情報コーナー

『気付いて・つながるやさしいまちづくり』を目指して

○認知症初期集中支援推進事業「認知症初期集中支援チーム」を設置しました。
　 　町では、認知症の方やその家族に早期に関わる「認知症初期集中支援チーム」を地域包括支援センターに

設置しました。

　 　この認知症初期集中支援チームは、医療と介護の専門職で構成され、認知症又はその疑いのある方や家族

を訪問し、住み慣れた地域で暮らし続けられるよう本人の意思を尊重しながら、適切な医療・介護サービス

の利用につなげたり、家族の負担軽減などの支援を行います。

　　認知症について心配なことがある場合は、気軽にお問い合わせください。

　【問い合わせ先】地域包括支援センター

（保健センター内）☎42-1933

暮らしに役立つ

～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　７時～11時30分　12時～17時　　診療時間　９時～12時　14時～17時15分

○土・日・祝日・年末年始は休診です。（開業医、休日当番医をご確認ください。）

○健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせください。

看護師随時募集中！　【問い合わせ先】　中央診療所　☎42-0707

ロバ隊長 　ロバ隊長は、「認知症サポーターキャラバン」のマスコット

です。

　認知症サポーターの「キャラバン（隊商）」の隊長として、「認

知症になっても安心して暮らせる町づくり」への道のりの先頭

を歩いています。ロバのように急がず、しかし一歩一歩着実に、

キャラバンも進んでいきます。

（認知症サポーターキャラバンの手引きより引用）

平成30年度健康診査・がん検診の受診希望調査は提出されましたか？
　町では、２月に健康診査・がん検診の受診希望調査を各世帯に送付しています。

　受診希望調査票を提出していない方には、健康診査に関する問診票の送付ができません。

　未提出の方は、お早めに保健センターへご提出ください。

【問い合わせ先】　保健福祉課　☎42-0708
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Informationお し ら せ

　２月から、町民センターロビーに図書コーナーを設置しました。幼児や小学生向けの絵本や児童書、ドラマ・映
画化された話題の小説を中心に、近年のベストセラー本など約50冊を揃えています。これらの本は自由にロビーの
待合スペースで読んだり、借りて帰ることもできます。
　また、借りた本の感想などを自由に記入できる自由帳「レビューノート」も設置しています。誰かに自分のオス
スメ本を紹介したい、感想を伝えたい！そんな時はぜひご活用ください。今後もどんどん内容を充実させていきま
すので、ぜひご利用ください。多数のご来場をお待ちしています。

～ 主な図書の紹介 ～

タ　イ　ト　ル 著　者　名
えんとつ町のプペル にしのあきひろ
このあとどうしちゃおう ヨシタケシンスケ
せかいいちのねこ ヒグチユウコ
生き物と向き合う仕事 田向健一
きょうはそらにまるいつき 荒井良二
わたしのそばできいていて リサ・パップ
劇場ってどんなところ？ フロランス・デュカトー　ほか
りんごかもしれない ヨシタケシンスケ
また、同じ夢を見ていた 住野よる
火花 又吉直樹
十津川警部　予土線に殺意が走る 西村京太郎
リバース 湊かなえ
ちょっと今から仕事やめてくる 北川恵海
九十歳。何がめでたい 佐藤愛子
騎士団長殺し　第1部　顕れるイデア編 村上春樹

町民センターロビーに図書コーナーを設置しました！

【受 付 時 間】　
　　９時～ 17時
　　（土・日・祝日も利用できます。）

【問い合わせ先】　
　　教育課図書担当　☎42-1118
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

　　年金記録の
「よくある相談事例」　－第１回目－

国民年金記録
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※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。

３月の森の国行事予定表

ＰＥＴボトル びん・かん

月

火

水 町内全域

木

金

※上 　家　 地…第２・第４水曜日
　吉野葛川地区…第１・第３水曜日

不　燃　物 資　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火

水

木

金 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

※上　 家 　地…第１・第３金曜日
　吉野葛川地区…第２・第４月曜日

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

水

木 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※吉野葛川地区…毎週火曜日

ごみ収集日程表

古　紙　類
月

火  延野々 ･豊岡 ･富岡 ･上家地 ･目黒

水

木  松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

※上 　家　 地…第２火曜日
　吉野葛川地区…第１木曜日

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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日 曜日 予　　定

１ 木

２ 金

３ 土

４ 日 「愛結び」松野町の婚活／
コミュニティセンター

当 上甲外科クリニック☎25-5811当山本内科医院☎22-5100
当こばやし小児科☎23-1150当 口羽外科胃腸科医院☎32-5000

５ 月

６ 火

７ 水

８ 木

９ 金

10 土 四万十街道ひなまつり・目黒ふるさと館ひな人形展（～４月８日、水曜休館）
茅葺き体験ワークショップ（～ 11日）

11 日 当植木整形外科☎22-0022当楠 崎 内 科☎24-2211
当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当永井内科医院☎32-6688

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金 中学校卒業式

17 土 JR予土線ぽっぽ音楽祭×よどせん感謝祭

18 日 河後森城跡史跡指定20周年記念シンポジウム
（第３回清良記シンポジウム）

当しませ医院☎27-1888当 中山内科胃腸科☎22-0707
当 上田小児科･外科☎25-0100当 鬼北町国保日吉診療所☎44-2250

19 月

20 火 地域おこし協力隊卒業成果報告会／町民センター

21 水 春分の日 当 ますだクリニック☎23-6611当 石川循環器科内科☎20-0320
当山下小児科☎23-0055当 いしむら整形外科☎20-6635

22 木 小学校卒業式

23 金 小・中学校修了式

24 土 保育園卒園式

25 日 松野南小学校閉校記念式典 当鎌 野 病 院☎24-6611当兵頭内科医院☎25-2772
当こばやし小児科☎23-1150当大野内科医院☎45-0141

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土
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